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研究成果の概要 

本研究はモアレパターンが内包するトポロジカルな性質を、光学的な手法をもとに物質系に転写する

方法論の確立を研究の初期段階での目的としている。モアレの発生には、２つの周期パターン、ずれ、

それらの干渉が必要条件となる。今年度はこれらの要素のうち、周期パターンについては、周期構造と

してキラルな構造を、ずれとして波数ベクトルのずれを、干渉効果をもたらす原理としてこれまで研究

を進めてきた人工構造（メタ表面）を用いることで、トポロジカルチャージの電磁波への転写ができる

ことを数値的に明らかにした。従来モアレ型メタ表面として、モアレパターンを発生させる 2つの周期

構造について、回転や周期の違いなどといった構造にずれを導入することで生じるモアレについて電

磁波に対してトポロジカルチャージが付与されることがわかっていた。今回、周期構造はいずれの個所

も均一になるようにずれを加えずに重ね、用いる光の波数ベクトルの方を集光させることで視差によ

るモアレを発生させた。これにより、入射方向により光が感じるキラリティ度合いが連続的に変わるこ

とからそれによる幾何学的位相を光に付与することができる。この結果は波数ベクトルの方向のわず

かな違いがモアレの発生原理になりうることも示唆している。また、これまでメタ表面に関連した光の

幾何学的位相の議論の多くが、異なる円偏光状態へと遷移させるときの、ポアンカレ球面上の経度方向

の回転を利用してきたのに対し、今回の手法は異なる直線偏光状態の遷移に対し、ポアンカレ球面上の

緯度方向への回転を利用していることに対応する。緯度方向への回転では光の初期状態として直線偏

光を利用できることから、比較的扱いやすい利点を有する。 
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